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おふろだいすき！ぷっぺ 
 

よしなが こうたく 文・絵 

小学館 

 

 お父さんに連れて行っても

らい、「ぷっぺ」は初めてのお風

呂屋さんへ。泡風呂、電気

風呂、うたせ湯などなど、大

人にとっては極楽ですが、子ど

もには楽しい遊び場に見えてし

まいます。マナーを守って、ゆ

っくりお風呂につかりましょう。

個性的な絵がよりユーモアに

伝わります。         

いつも いっしょ 
 

かさい まり 文・絵 

くもん出版 

 

 ぬいぐるみやタオルなど、小

さい頃に必ずいつも持ち歩い

ていたものがあった方、多いと

思います。肌身離さずどこで

も一緒に、洗濯もせず、なぜ

そこまでこだわったのか…と今

では不思議です。そういえば、

いつどんなきっかけで手放した

のかな、と思い出しました。    

新着図書 
 
・心のおくりびと 今西乃子 著 

・放射能列島日本でこれから起こること  

武田邦彦 著 

・きなりの雲 石田千 著      ほか 


